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研究成果の概要（和文）：TV(Total Variation)正則化フィルタとShockフィルタを用いた超解像システムを構築した。
TV正則化フィルタによって画像を骨格成分とテクスチャ成分に分離し、骨格成分はShockフィルタによって先鋭化し、
テクスチャ成分はパルス強調フィルタによって先鋭化する。結果は従来の超解像法に比べ、性能的にも演算的にも優れ
た先鋭画像が得られた。
本システムをGPUに実装し、フレームレート16.7msec以内の演算を実現し、4Kテレビ受信映像に対して実用化のメドを
つけた。将来的には、消費電力やコストの点からFPGA化が望まれるので、本システムのFPGAへの実装を検討した。

研究成果の概要（英文）：We have developed a super-resolution system that consits of TV(Total Variation) 
reguralization filter and Shock filter. The input image is devided into the structure component and the 
texture component. The structure component is enhanced by the shock filter, and the texture component is 
enhanced by the pulse enhancement filter. The result is much better than the conventuional method. This 
system is implemented on the GPU. The conputational time is less than 16.7msec that is 1 frame time of 
the television. This enable that the system can be implemented on 4K-HDTV. Its also applicable to the 
medical image.In the future, since FPGA implementation will be required, we study FPGA implementation of 
this system.
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１．研究開始当初の背景 
(1) ４K テレビが実用化される一方、放送局
サイドから放送される画像は２K相当であり、
受信機の表示性能をフルに生かすためには、
受信機における超解像技術を信号処理によ
って行うことが求められていた。 
 
(2) PC や医療機器のディスプレイが高精細
化されており、画像をディスプレイの表示能
力に合わせて高精細化する超解像技術が求
められていた。 
 
２．研究の目的 
(1) ４K テレビ用に、現行のハイビジョン信
号（２K相当）に信号処理を施すことによっ
て４K相当の解像度を得ることを目的とした。
一般に超解像技術は処理演算時間が大きく
テレビのような動画像には不向きであるた
め、信号処理時間を少なくする技術を構築す
ることを目標とした。 
 
(2) PC や医療画像の場合の超解像は静止画
像となるので、より時間をかけた高精細の超
解像方式を確立することを目標とした。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究では、Total Variation(TV) 正則
化フィルタをシステムの中心としている。入
力画像信号を TV 正則化フィルタにて骨格成
分とテクスチャ成分に分離する。骨格成分に
関してはエッジ部分を先鋭化し、テクスチャ 
成分に関してはパルスを強調する。 
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 図１TV 正則化フィルタ 

 
骨格成分 u は入力成分 f に対して上式 F(u)
を最小化するような数値として求められる。 
F(u)の最小化には次式で表される Chambolle 

 
 
の射影法を用いる。 
 
(2)骨格成分の先鋭化には、TV 正則化法と
Shock フィルタの２種類を検討する。また、
テクスチャ成分の先鋭化には事例学習法と
パルス強調法の２種類を検討する。 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 

 
 
 
 
         図２ 超解像の構成 
 
４．研究成果 
(1) TV 正則化法による骨格成分の先鋭化： 
骨格成分に対して次式を最小化する拡大画
像 TV 正則化法を用いた。ここで g はローパ
スフィルタであり、F(u)を最小化することに
より、骨格成分 uは振動成分を抑えながら先
鋭化される。 
 
 
 
 
この方式によると性能よくエッジ成分を
立ち上げることが出来たが、演算時間が大き
くかかるのが欠点であった。 
 
(2) Shockフィルタによる骨格成分の先鋭化： 
上記の方式では時間を要しすぎて動画像に
は不向きなので、短時間でエッジ成分を先鋭
化する Shock フィルタを採用した。Shock フ
ィルタは下記の式で与えられる巡回型非線
形フィルタで、画像のエッジ成分を急峻にす
る。 
 
 
 
Shock フィルタはエッジ以外の微小振動成分
には悪影響が出るが、本システムでは骨格成
分には微小振動成分が無いので、好都合であ
る。Shock フィルタは演算が簡単な分、いく
つかの悪影響が発見された。ジャギーと呼ば
れる画像の輪郭のひずみ、もうひとつは平坦
な画面に現れる階段状のひずみである。ジャ
ギーひずみは、修正項の符号を取る部分の u
信号にローパスフィルタをかけることで解
決された。また平坦画面ひずみは修正項の絶
対値を取る部分に不感帯を設けることで解
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決された。(1)の方法に比べると性能はほぼ
同じで、演算時間は数百倍の改善を果たせた。 
 
(3)事例学習法によるテクスチャ成分の先鋭
化： 
事例学習法は、画像の 3x3 画素程度のパッチ
に分けてこれを例えば 2倍拡大する。この画
像に対して別途用意した類似した種々の高
精細画像の中から最も類似した画像を選ぶ。
高解像度画面を低解像度の画面から推定す
るものである。事例学習法はエッジの部分で
効果出にくいことと演算時間が大きいこと
が難点である。 
本システムのテクスチャ成分はエッジ成分
を含まないので、普通の画像に対するよりは
パッチサイズを8x8程度に広げることができ
て演算時間が大幅に削減することができた。 
 
(4)非線形フィルタによるテクスチャ成分の
先鋭化： 
事例学習法は演算時間が大きいことが欠点
である。テクスチャ成分はパルス成分からな
ることに注目して、パルスを先鋭化する非線
形フィルタを検討した。パルス先鋭化フィル
タとしては、次式を用いた。 
 

 Ny A x sign x    
 
X は入力、Aは 1～3程度の乗数、Nは 2～3 
くらいのべき乗数である。この操作によって
学習法と同じレベルの画質が得られ、また演
算時間が数十倍速くなった。 
 
(5) 合成システム： 
骨格成分の先鋭化に関しては、TV 正則化法と
Shock フィルタ法を実験した結果、演算時間
の大きな差異からShockフィルタ法を採用す
ることとした。 
テクスチャ成分の先鋭化に関しては、同じく
演算時間の差異より、パルス先鋭化フィルタ
を採用することとした。 
下図に超解像合成システムを示す。 
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       図３ 超解像システム         
 

(6)圧縮ひずみの除去 
現行の MPEG2 を用いた放送では、圧縮ひずみ
（ブロックひずみとモスキートひずみ）が画
質を劣化させている。圧縮ひずみは超解像に
よって強調されるのでひずみ除去が必須と
なる。本システムにおいては、エッジ成分付
近のテクスチャ成分にローパスフィルタを
かけるという方式を取り入れている。 
 
(7) 顔処理 
テレビの画像においては、人間顔の部分のみ
は超解像処理を行わないほうが好ましい結
果が多いことが分かった。したがって本シス
テムでは顔検出を行い、顔の部分には超解像
を行わないようにしている。 
 
(8)超解像システムの GPU 実装 
  本システムが実際の４K ハイビジョンテレ
ビに実装が可能かどうか確認する目的で GPU
にてプログラムを実行してみた。GPU は
NVIDIA Geforce GTX TITANを用いた。
演算結果としては、４Kテレビの１枚の画
像（3840x2160画素）の処理に、下記の表
のような数値が得られた。 
 
                  表１ 
TV 正則化フィルタ 5.55msec 
Shock フィルタ 3.19msec 
パルス強調フィルタ 1.59msec 
ノイズ除去その他 0.73msec 
顔処理 2.12msec 
合計 13.18msec 
 
テレビの信号は 16.7msec でフレームが変わ
るので、本システムは、4Kハイビジョンのテ
レビ信号処理ができることを実証した。図４
に超解像の前と後を示す。 
                       
 
 
(9)TV 正則化フィルタ
の FPGA 化 
 
 
 
 
 
           前                     後                           

図４ 超解像の画像 
 
(9) TV 正則化フィルタのハード化： 
超解像のみならず TV 正則化フィルタは他の
画像処理に有用である。将来の LSI 化を目指
して、TV 正則化フィルタの FPGA 化を検討し
た。画像を 8x8 のブロックに分けて処理を行
うとほぼひずみのない演算が行われること
を確認した。この結果は TV 正則化フィルタ
および超解像システムのハード化に役立つ。 
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